
体

明治28年に開催された相撲大会の賛助金帳簿など文化13年（1816年）に交付された相撲の行司の免許状

42023.5

　

大
田
原
市
で
は
、
古
く
か
ら
相
撲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
今
に
伝
え
る
史
料
が
市
内
各
地
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
市
出
身
の
大
相
撲
力
士
も
増
え
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
田
原
市
と
相
撲
に
つ
い
て
、「
江
戸
～
昭
和
」

「
平
成
」「
令
和
」の
三
部
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
田
原
市
の
中
で
も
特
に
旧
黒
羽
町（
両
郷
地
区
）で
は
、

相
撲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

両
郷
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
の
文
化
13
年（
１
８
１
６
年
）

に
行
司
の
木
村
庄
之
助
か
ら
い
た
だ
い
た
と
い
う
免
許
状
が

残
っ
て
お
り
、
明
治
時
代
に

は
両
郷
地
区
お
よ
び
そ
の
周

辺
地
区
の
居
住
者
か
ら
賛
助

金
を
募
り
、
相
撲
大
会
が
開

か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
時

代
初
期
に
は
、
地
域
住
民
の

力
士
た
ち
が「
四し

こ

な

股
名
」を
名

乗
り
、
各
種
の
相
撲
大
会
や

他
地
区
へ
の「
巡
業
」が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
様
子
を
今
に
示
す「
番
付
表
」や

「
化
粧
ま
わ
し
」な
ど
が
、
地
域
内
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。　

な
お
、「
番
付
表
」は
、
現
在
、
大
宮
温
泉
神
社（
中
野
内
）に

お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
宮
温
泉
神
社
は
地
域
住
民
力
士
の
相
撲
大
会
の
会
場
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
背
景
も
あ

り
、
黒
羽
地
区
で
は
そ
の
後
、
黒

羽
町
相
撲
連
盟
が
発
足
し
、
ち
び
っ

子
相
撲
大
会
や
町
民
相
撲
大
会
が

開
催
さ
れ
、「
見
る
」だ
け
で
な
く

「
す
る
」競
技
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
55
年
に
開
催
さ
れ
た「
栃
の
葉
国
体
」に
お

い
て
、
黒
羽
地
区（
旧
黒
羽
町
）は
、
相
撲
競
技
の
会
場
と
な

り
、
栃
木
県
代
表
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
で
は
、
会
場
が
大
い

に
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

昭和８年に奉納された地域
住民の力士たちの番付表

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
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問

相撲大会会場跡地（大宮温泉神社内）

当時の「化粧まわし」
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黒
羽
地
区
に
お
い
て
平
成
５
年
度
に
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）が
開
催
さ
れ
、
栃
の

葉
国
体
に
よ
り
高
ま
っ
た
相
撲
へ
の
関
心
が
よ
り
深
く

な
り
ま
し
た
。
大
田
原
地
区
に
お
い
て
も
相
撲
の
振
興

に
関
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
平
成
13
年
度
に
、
市
内
の

小
学
生
を
対
象
と
し
た「
第
１
回
小
学
生
相
撲
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
相
撲
は
大
田
原
市
全

体
で
盛
ん
な
競
技
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
美
原
公
園
内
に
相
撲
場
が
整
備
さ

れ
、
ま
た
、
小
学
生
向
け
の
相
撲
道
場
で
あ
る「
お
お

た
わ
ら
修
志
館
」が
若
草
中
学
校
内
相
撲
場
を
会
場
と

し
て
開
設
さ
れ
、
児
童
が
相
撲
に
親
し
め
る
環
境
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
大
会
や
道
場
に
関
わ
っ
た
児
童
の
中
に

は
、
後
に
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
団
体
の
部
優

勝
メ
ン
バ
ー
や
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
相
撲
競
技

出
場
者
、
世
界
大
会
優

勝
者
や
大
相
撲
入
門
者

な
ど
、
輝
か
し
い
実
績

を
残
さ
れ
た
方
が
多
数

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
黒
羽
高
等
学

校
相
撲
部
や
若
草
中
学

校
相
撲
部
が
全
国
大
会

　

令
和
４
年
度
に
開
催
さ
れ
た「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

国
体
」で
は
、
大
田
原
市
が
再
び
相
撲
競
技
の
会
場
と

な
り
、
少
年
男
子
、
成
年
男
子
の
部
に
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
選
手
が
多
数
出
場
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
田
原
市
相

撲
連
盟
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
県
ス
ポ
ー
ツ

協
会
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

優
良
団
体
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
春
に
は
、
市
内
か
ら
相そ
う
ま馬 

伸し
ん
や哉 

さ
ん

（
黒
羽
高
等
学
校
出
身
）、
小お
の
で
ら

野
寺 

悠ゆ
う
と斗 
さ
ん（
若
草
中

学
校
出
身
）が
大
相
撲
力
士
と
し
て
二
子
山
部
屋
へ
入

門
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
に
お
話
を
伺
う

と
、「
ケ
ガ
に
よ
り
思
う
よ
う
な
相
撲
が
取
れ
な
い
時

期
も
あ
っ
た
が
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
を
叶
え
る
た

め
入
門
を
決
意
し
た
。
十
両
昇
進
を
目
指
し
稽
古
に
励

み
た
い
。」（
相
馬
さ
ん
）、「
大
相
撲
入
門
に
つ
い
て
は

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
あ
り
、
い
ず
れ
は
十
両
に

昇
進
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」（
小
野
寺
さ

ん
）と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
輩
力
士
も
含
め
、
大
田
原
市
出
身
の
幕
内
力
士
が

再
び
誕
生
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

で
好
成
績
を
残
す
よ
う
に
な
り
、
全
国
で
も
有
数
の
相

撲
競
技
の
強
豪
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
相
撲
に
お
い
て
は
、
黒
羽
地
区
出
身
で
あ

る
北ほ
く
と
う
り
き

勝
力
関
が
活
躍
し
、
平
成
16
年
５
月
場
所
で
は
、

優
勝
決
定
戦
ま
で
も
つ
れ
込
む
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
殊
勲
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
田
原
市
相
撲
連
盟
が
平
成
17
年
度
に
発

足
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
相
撲
競
技
の
振

興
に
努
め
て
い
ま
す
。

若草中学校相撲場
（相撲道場「おおたわら修志館」稽古会場）

小野寺 悠斗 さん

相馬 伸哉 さん

スポーツ優良団体賞受賞
を証す楯（市相撲連盟所有）

【
取
材
協
力
】

　

大
田
原
市
相
撲
連
盟
会
長　

大
沼 

健
司 

氏

　

大
宮
温
泉
神
社

　

井
上 

正
男 

氏（
木
佐
美
）

　

お
お
た
わ
ら
修
志
館

【
お
知
ら
せ
】

　

６
月
18
日
㊐
に
美
原
公
園
相
撲
場
に
て
大
田
原
市

小
学
生
相
撲
大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
相
撲
二
子
山
部
屋
協
力
の
も
と
、
市

出
身
力
士
な
ど
に
よ
る
小
学
生
向
け
相
撲
教
室
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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